
船舶事故等調査報告書 

平成２３年５月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１長第１号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年９月９日 ０３時００分ごろ 

発生場所 長崎県長崎市香焼
こうやぎ

島南西方沖 

 肥前黒瀬灯台から真方位１４２°１,４００ｍ付近 

（概位 北緯３２°４０.５′ 東経１２９°４７.３′） 

事故等調査の経過 平成２３年１月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 押船 第一福江
ふくえ

丸、１９トン 

      ２９２－４４７０１長崎、日本商工リース株式会社（船舶所有者）、 

   株式会社坂口工業（船舶借入人） 

Ｂ 土運船 Ｂ－１２、約７７３トン 

    なし、宗田造船株式会社（船舶所有者）、株式会社坂口工業（船舶 

   借入人） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 船首船底部に極小破口及び凹損 

 事故等の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、船首約３.０ｍ、船尾約３.２ｍの

喫水となったＢ船を押してＡ船押船列を構成し、香焼島南西方沖を約６ノ

ットの速力で手動操舵により南進中、平成２２年９月９日０３時００分ご

ろ、Ｂ船の船首部が浅瀬に乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好  

海象：波浪 平穏、潮汐 ほぼ低潮時 

月齢：０.３日 

 その他の事項  船長Ａは、前方に操業中の巻き網漁船数隻を認め、同漁船を避けるため

に左舵をとった。 

船長Ａは、漁船を避けるのに気をとられ、レーダー及びＧＰＳプロッタ

ーで船位を確認していなかった。 

船長Ａは、本事故発生場所付近の航行経験が約４～５回あり、浅瀬の存

在を知っていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船押船列は、香焼島南西方沖を南進中、船長Ａ

が、前路の漁船群を避けようとして左転したのち、

同漁船群に注意を奪われ、レーダー及びＧＰＳプロ

ッターを活用するなどして船位を確認しなかった

ことから、浅所に向かって航行していることに気付



かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船押船列が、香焼島南西方沖を南進中、船長Ａが、

前路の漁船群を避けようとして左転したのち、船位を確認しなかったため、

浅所に向かって航行していることに気付かず、Ｂ船が同浅所に乗り揚げた

ことにより発生したものと考えられる。 

 




